
経済性工学（損得学）とは

落合和雄



経済性工学とは

経済性工学とは経済的に有利な方策を探し、比
較し、選択するための理論と技術の総合された
ものに対する呼び名であり、経営科学の重要な
一分野である。

簡単に言えば「損得」を科学する学問



比較の基本原則

第1原則 比較の目的と対象を明確にする
第2原則 各案の間で相違する費用と収益とを、お
金の流れ（キャッシュフロー）に着目して捉える。



経済性工学の留意点

全体の収益計算と個々の事象の損得は異なる。

損得は、その時の環境によって変化する。

損得は、どの時点（例：投資をする前と後）で考
えるかで異なる。



会計思考と損得思考

（例題）個人タクシー運転手がいる。

走行１キロ当たり平均的利益 ４００円

同ガソリン代 １００円

車の減価償却費（年間） ２,０００,０００円
1年間の平均走行キロ １０,０００キロ
ある客から、隣町（１０キロある）まで、２５００円で
行ってくれと頼まれた。受けるべきか。



（会計的思考）

収益 ２，５００円

ガソリン代 ー１，０００円

減価償却費 ー２，０００円

利益 ー５００円



損得思考では、受けた場合と受けない場合を比
較する必要がある。

受けない場合は、手余り状態と、手不足状態を
分ける必要がある。



（手余り状態）

受ける 受けない

収益 ２，５００円 ０円

ガソリン代 ー１，０００円 ０円

利益 １，５００円 ０円

＊何故、減価償却費を入れないか

減価償却費＝＞埋没費用



（手不足状態）

受ける 受けない

収益 ２，５００円 ４，０００円

ガソリン代 ー１，０００円 ー１，０００円

利益 １，５００円 ３，０００円



埋没コスト（Sunk Cost）

過去に支払った費用で、現在の意思決定の時
点では取り返しのつかない費用。



（例題）新製品Ａは今後大きな売上が見込めると考
えられる。そこで調査費１０００万円を支出して、
どの程度の収益が見込めるか調査した。その結
果、２０００万円の投資に対して２５００万円の利
益しか期待できないことがわかった（諸費用を含
み、時間価値の補正済み）。この投資はすべき
か。



株の売買

素人の株式売買（悪い例）

1年前にＡ社の株を１００万円で買った。現在の株
価は８０万円である。今、売ると２０万円の損だ
から売れない。将来はきっと１００万円に戻る筈
だからそれまで持とう。（塩漬け）



一部正しい考え方

株を買ったコストは、埋没費用であり、現在の意
志決定には関係ない。今後、その株が上がるか
下がるかで純粋に判断すべき。

ならば、いつかはその株は今の価格より高くなる
ので、持っていればよい。



正しい考え方

現在持っているという選択と、他の選択肢との比
較を行う。

＝＞Ａ社の株よりも将来値上がりする可能性が高
い株があればその株に買い換えるべき。（ただし、
売買手数料以上の差が必要。）



取替問題

（例題）Ａ商会では、取得価額８０百万円で法定耐
用年数６年の物流設備を２年間使い、定額法で
償却してきたので、未償却残高が５６百万円に
なった。このとき、新鋭設備に置き換えると毎年
の製造費用が３０百万円ずつ節減される。使用
期間は４年である。新設備の取得価額は７６百
万円だが、現有設備の処分価額は４百万円にし
かならない。この投資は得か損か。（「経営の経
済性分析」伏見より）



（よく行なわれる計算）

投資額 ５６百万円－４百万円＋７６百万円

＝１２８百万円

節減費用 ３０百万円の４年＝１２０百万円

投資はすべきではない



（正しい計算）

投資額 ７６百万円－４百万円＝７２百万円

節減費用 ３０百万円の４年＝１２０百万円

１２０百万円－７２百万円＝４８百万円得する

（時間価値を考慮すると、割引率１０％で２３．１百万円）

投資すべき



割勘計算は正しい？

（例題）Ａさんは海外旅行に行って、お土産として
日本では４８００円するウィスキーを、5本で１６０
００円で買ってきた（１本当たり３２００円）。

親友のＢ氏から、1本４０００円で譲って欲しいと
言われ譲った。これは損か得か。



経理部長の見解

「それは、３２００円で仕入れたものを４０００円で
売ったのだから８００円得したね。」

・製造部長の見解

「何て馬鹿なことをしたんだ。その売った分を後で４
８００円で買うことになるから、８００円損した
ね。」



第三の考え方

安いので５本買ってしまったが、本当は４本しか
買う気はなかったし、飲みたいとも思わない。

最初の４本 １６０００÷４＝４０００円

５本目 ０円

４０００円－０円＝４０００円の得



平均費用と増分費用

（例題）あるカメラ・メーカーが、ある製品の売れ行
きが落ちて、過剰在庫が生じたので、これを減ら
すために、生産量を調整することを考え、従来月
産１８００台だったのを、月産１５００台に減らした。
しかし、経理部門から、コストアップになるという
指摘があった。この指摘は適切か。（「経済性分
析」千住他より一部改訂）



（経理部門の主張）

１８００台作る場合：1台当たり ２９，０００円
１５００台作る場合：1台当たり ３２，０００円
コストアップ：1台当たり ３，０００円

合計コストアップ

３，０００×１５００＝４５０万円



（総コストの計算）

1800台作る場合：29,000円×1800＝52,200,000
1500台作る場合：32,000円×1500＝48,000,000



複数投資の選択

次のような投資案と資金調達案がある時に、どのような
投資を行うべきか。
①投資額 ２０００万円 ＩＲＲ ２０％

②投資額 ３０００万円 ＩＲＲ １０％

③投資額 ４０００万円 ＩＲＲ １７％

④投資額 １５００万円 ＩＲＲ ７％

（資金調達案）

①増資 ３０００万円 資本コスト １８％

②社債 ２０００万円 資本コスト １２％

③借入Ａ ３０００万円 資本コスト ８％

④借入Ｂ ２５００万円 資本コスト ６％



（よくやる計算）

投資 調達

２０００万円 ２０％ ２０００万円 １８％

４０００万円 １７％ １０００万円 １８％

２０００万円 １２％

１０００万円 ８％

３０００万円 １０％ ２０００万円 ８％

１０００万円 ６％

１５００万円 ７％ １５００万円 ６％

全部投資してよい



（正しい計算）

投資 調達

２０００万円 ２０％ ２０００万円 ６％

４０００万円 １７％ ５００万円 ７％

３０００万円 ８％

５００万円 １２％

３０００万円 １０％ １５００万円 １２％

１５００万円 １８％

１５００万円 ７％ １５００万円 １８％

２０００万円と４０００万円だけ行なうべき



複数案の選択は、最初に一番有利な案を選び、
次に行なう投資が得か損かを順々に判断する。

図を使うと有効な場合も多い。
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